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集合研修開催チェックリスト
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受付時に密にならないように受講者が１ｍ以上離れて並ぶことができるか（受付スペースや導線を確認す
る）

開催可否 可否の決定
開催地都道府県等の感染状況等を考慮して研修開催２週間前に開催実施の可否について検討している
か

□

□

□

アルコール消毒液等、手指消毒に必要なものはあるか

非接触型体温計等、体調チェックに必要なものはあるか

新型コロナウイルスの感染状況によって研修が中止になる可能性があること（その場合は研修費は返金さ
れる）

分類

本協会における集合研修のチェックリストです。都道府県協会の委託研修開催や開催可否のご参考としてお役立てください。

□

□

開催都道府県において緊急事態宣言が発出されていないか（都道府県独自の発出も含む）

マイクを２本以上借りる（準備する）ことができるか

講師と最前列の受講者までの距離が２ｍとることができるか（例：最前列から２列を使用しないなど）

換気がきちんとできるか（出入り口が２か所以上ある等）

受講者間の距離が２ｍ（最低１ｍ以上）とることができるか

開催都道府県における感染状況が指標の最上位にないか

昼食時は会話を控えて向き合って食事しないこと

会場内ではマスクを着用すること

定員数が会場の収容率５０％を上回っていないか

受講者の個人情報を一定期間（２週間～１ヶ月程度）保管し、万が一感染が発生した場合は、研修会場を
管轄する保健所等へ提供するとともに、陽性者が出たことを参加者へ伝える場合があること

会場内に開催地都道府県が作成した通知システムにかかるＱＲコードを掲示して受講者へ読み込みや
メールアドレスの登録をお願いする（但し、開催地の都道府県が作成しており、研修会場（建物等）が対象
の場合に限る）

体調不良者等が出た場合に移っていただく部屋があるか

消毒液を設置して受講者が手指消毒できる

研修受講の際は、所属先で外部研修への参加を許可していること

受講者に対して37.5℃以上の発熱がある場合やのどの痛み、倦怠感がある場合は受講を控えるよう案内
しているか

事後連絡

研修準備

開催案内

研修終了後

感染状況の把握

会場手配

物品

記載事項

研修当日 研修会場

アンケートを回収する際は、間口の広い箱などを準備して複数人が同じ場所に触れないようしているか

陽性者が出なかった場合は研修終了後４週間を目途に速やかに受講者の情報を廃棄したか

陽性者等が出た場合に事務局に連絡したか

受付時に体調確認しているか（検温、体調チェックなど）

会場内を適宜消毒しているか

昼食時に受講者および研修担当者が向き合って食事していないか（注意喚起）

休憩時間等に受講者および研修担当者が大声で話をしていないか（注意喚起）

定期的に換気などを行っているか

座席に資料がおいてあるか

受講者に対して会場内でのマスクの着用等を呼び掛けているか

受付時に受講者同士の距離が１ｍ以上離れているか（密になっていないか）


